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｛はじめに｝ 
JC Digital Quality Checkerは Japan Colorデジタル印刷認証を取得するため、もしくは印刷したデジ
タルプリントの品質が Japan Colorデジタル印刷認証の品質に適合しているかどうかをチェックするた
めのツールです。 
Japan Color品質をターゲットしてデジタル印刷出力した JapanColorコントロールストリップもしく
は ISO12642-2 ＋22色チャートを、 i1iSis, i1iSis XL, i1iSis 2, i1iSis 2 XL, i1iO, i1iO2 もしくは
eXact Scan(コントロールストリップのみ)で測定、書き出された測定ファイルを指定することで簡単に
印刷品質が Japan Colorの基準に適合しているかを判定することができます。また、日本印刷機械工業
会（JPMA）が提供する認証用自己確認シートへの貼り込みデータの簡単な出力をサポートします。 
 

｛対応 OS｝ 
Windows XP、Windows7、Windows10 

 

｛インストール方法｝ 
Japan Color Ditital Quality Checker.misをダブルクリックします。 

 
自動的にインストールが開始されデスクトップに JP Digital Quality Checkerの起動用エイリアスアイ
コンが作成されます。 

  
Windows 10でのアプリケーション起動アイコン（Windows 7ではアイコン表示が異なります。） 

 

｛アンインストール方法｝ 
すべてのアプリから Uninstall JC Digital Quality Checkerを選択します。 

 
 

確認のメッセージが表示されたら《はい》を選択することでアプリケーションをアンインストールでき
ます。 
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｛チャート測定｝ 
チャートの測定は i1Profilerもしくは eXact DataMeasureで行います。 

測定器 コントーロールストリップ 54色 ISO12642-2 +22チャート 

i1iO, i1iO2 
i1Profiler 

品質検証 

i1Profiler 

品質検証 

i1iSis, i1iSis XL 

i1iSis 2, i1iSis 2 XL 

i1Profiler 

チャート測定（ﾘﾌｧﾚﾝｽ付き） 

i1Profiler 

品質検証 

eXact Scan eXact Data Measure 非対応 

各チャートタイプにおける測定方法を追記に記載します。 

i1iOでのコントロールストリップ測定  追記：A 

i1iSisでのコントロールストリップ測定  追記：B 

eXact Scanでのコントロールストリップ測定  追記：C 

i1iO、i1iSisでの ISO12642-2+22色チャート測定 追記：D 

 
｛アプリケーションの起動｝ 
JP Digital Quality Checkerアイコンをダブルクリックして起動し、メインスクリーンを表示します。 

 
 

｛チャートタイプの選択｝ 
《チャート》メニューから測定したチャートタイプを選択します。 

 
 

｛測定機器の選択｝ 
《測定装置》メニューから測定した装置のタイプを選択します。 

《チャート》の選択で ISO12642+19Color_22patchesを選択した場合、exactは選択できません。 
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｛測定ファイルを開く｝ 
選択したチャートおよび測定機器に応じて使用するファイルフォーマットが異なります。測定時には、
それぞれの対応フォーマットでファイルを保存してください。フォーマットは各モードのネイティブフ
ァーマットです。 
 

測定器 ｺﾝﾄﾛｰﾙｽﾄﾘｯﾌﾟ 54色 ISO12642-2 +22 ﾁｬｰﾄ 

i1iO, i1iO2 .mxf .mxf 

i1iSis, i1iSis XL 

i1iSis 2, i1iSis 2 XL 
.rmxf* .mxf 

eXact Scan .csv 非対応 

*将来 iSisでの Japan Color ｺﾝﾄﾛｰﾙｽﾄﾘｯﾌﾟを品質保証で測定できるようになった時点で.mxfでの対応も
可能になります。 
（.mxfおよび.rmxfのネイティブフォーマットで保存している場合、i1Profilerを使用してこのファイ
ルから CGATSカスタムフォーマットに変換して保存品置くことが可能です。） 
 
《ファイル》メニューから《測定ファイルを開く…》を選択します。 

 
ファイル選択ダイアログが開いたら対応するフォーマットのファイルを開きます。 
* 選択している測定機器のタイプおよびチャートタイプと指定した測定ファイルがマッチしていない場
合、エラーメッセージが表示されます。 
正しいファイルが選択されると測定結果が表示されます。表示形式は； 
＜総合合否判定＞ 

＜各評価項目での個別合否判定＞ 

＜各パッチの情報＞ 

 ID： 認証評価シート並び順 
 Column： パッチの列番号 
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 Row: パッチの行番号 
 Page: ページ番号（ISO12642 + 22 ﾁｬｰﾄのみ） 
 C/M/Y/K： CMYKのアミ点％ 
 Ref_L/Ref_a/Ref_b: L*a*b*基準値 
 Meas_L/Meas_a/Meas_b: L*a*b*測定値 

  
＜コントーロールストリップの場合の測定結果表示＞ 

 
 

＜ISO12642-2 +22チャートの場合の測定結果表示＞ 
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｛ビュアーの表示｝ 
コントーロールストリップもしくは ISO12642-2 +22チャートの《測定データを開く…》でデータが
表示されている場合、ビュアーを表示することが可能です。 
《表示》メニューから《測定値ビジュアル表示…》を選択します。 

 
 

コントロールストリップの表示、iOもしくは eXact Scanの場合 

 
コントロールストリップの表示、iSisの場合 

 
ISO12642-2 +22チャートの表示 

 
 

パッチの列および行の位置は実際のチャートの位置に対応しています。 
表示色は測定 LabをｓRGBに変換した値で表示されています。 
黄色のフレームの色は平均色差許容範囲を外れた色を表します。 
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赤色のフレームの色はチャート中の最大色差の色を表します。 
 
各パッチをダブルクリックするとパッチの詳細情報が表示されます。 
＜各パッチの詳細情報＞ 

 CMYKのアミ点％値 

 ページ番号（ISO12642 + 22 ﾁｬｰﾄのみ） 

 行番号、列番号 

 L*a*b*基準値 

 L*a*b*測定値 

 色差ΔE2000表示 

 

 
 

｛貼り付け用データをクリップボードにコピー｝ 
《編集》メニューから《L*a*b*をクリップボードにコピー…》を選択することで、出力データの順序
を適切に並び替えた「デジタル印刷認証自己評価用計算シート」貼り付け用のデータをクリップボード
にコピーすることができます。 
＊ISO16242-2+22色チャートの測定データをクリップボードにコピーする際、コピーが完了するまで多少時間がか
かります。他のアプリケーションはなるべく終了しておくことをお勧めします。 

 

 
 

｛結果を保存｝ 
測定結果を保存するには《ファイル》メニューから《結果を保存…》を選択します。スクリーンに表示
されている情報と同じ内容がテキストデータで保存されます。 
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｛csv ファイルで保存｝ 
「デジタル印刷認証自己評価用計算シート」貼り付け用のデータを一度保存したい場合、《ファイル》
メニューから《csvファイルで保存…》を選択します。 
 

 
 

このファイルには評価の合否判定の情報は含まれません。ID、パッチ位置、CMYK％、基準値、測定
値、色差ΔE2000の情報が含まれます。「デジタル印刷認証自己評価用計算シート」に貼り付ける場合
は下の赤枠の測定データの列をコピーして貼り付けます。（順序は認証シートの貼り付け順に並んでい
ます。） 
 

 
 

｛無作為抽出 15 ファイルの指定｝ 
15枚の無作為抽出シートのコントロールストリップによる振れ幅評価を確認するには《ファイル》メ
ニューから《15枚無作為抽出…》を選択します。 
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＊15枚抽出ファイルを使用するには《チャート》メニューで《コントロールストリップ》を選択して
いる必要があります。 
 

 

抽出 15ファイル選択画面が表示されます。 

 

このウインドウでコントローストリプの測定データ 15ファイルを選択したのち、《計算》ボタンをクリ
ックすることで認証の 15枚抽出の振れ幅チェックの各項目（平均からの色差平均、平均からの 95パ
ーセンタイル、基準からの平均色差など）が評価されると供に、15枚貼り付け用データをクリップボ
ードにコピーできるようになります。 
 

[ファイルの選択] 
ファイルを 1つずつ指定していく場合、《ファイルの選択》ボタンをクリックします。表示されるフ
ァイルダイアログでコントローストリップの測定ファイルを選択します。《測定機器》メニューで選
択されている測定器と異なる測定器で測定したファイルを選択するとエラーメッセージが表示されま
す。 
 
[フォルダの選択＜15ファイル＞] 
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あらかじめコントーロールストリップの測定ファイル 15個をフォルダに纏めておいてから《フォル
ダの選択＜15ファイル＞》ボタンをクリックすることで一度に 15ファイルを取り込むことが可能で
す。 
15以上の測定ファイルが存在する場合、エラーメッセージが表示されます。その場合は、フォルダ
から評価に使用しないファイルを除いてください。15ファイル未満の場合、ファイルがリストエリ
アに表示されますが、計算ボタンはアクティブになりません。ファイルの選択ボタンを使用して不足
分のファイルを追加してください。15ファイルがそろった時点で《計算》ボタンがアクティブにな
ります。 
 
15ファイル中にコントロールストリップの測定ファイルでないファイルが選択されている場合や、
測定機器で指定されている測定器と異なる測定器で測定されているファイルが選択された場合、エラ
ーメッセージが表示されます。 
該当するファイル名をダブルクリックするとファイルダイアログが表示されます。正しいファイルを
選択することでファイルを差し替えることが可能です。 

 
 
[リストをすべてクリア] 
表示されているファイルリストをクリアします。１つずつのファイルの差し替え、追加は可能です
が、1つずつのファイル削除はできません。削除が必要な場合は《リストをすべてクリア》を選択し
てください。 
 
[計算] 
《計算》ボタンをクリックすると 15ファイルを評価し合否判定を表示します。 
評価画面には以下の情報が表示されます。 
 
15枚無作為抽出の総合判定 

 15枚抜き取りシート 各 54色の 15枚平均からの色差平均（ΔE2000） 
 15枚抜き取りシート 各 54色における 15枚平均からの色差 95パーセンタイル（Δ

E2000） 
 15枚抜き取りシート 各 54色の基準値からの色差平均（ΔE2000） 
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 15枚抜き取りシート 各色の 15枚平均値からの色差(Δ2000)リスト 
 15枚抜き取りシート 各色の基準値からの色差(Δ2000)リスト 
 15枚抜き取りシート 各色の 15枚平均値と基準値との色差(Δ2000)リスト 

 
 
 
｛貼り付け用データをクリップボードにコピー｝ 
15枚無作為抽出の結果が表示されている状態で、《編集》メニューの《L*a*b*をクリップボードにコ
ピー…》を選択することで「デジタル印刷認証自己評価用計算シート」の「54色 15枚データ」シート
にデータを一気に貼り付けることができます。 
 

 
「デジタル印刷認証自己評価用計算シート」の「54色 15枚データ」シートへの貼り付けの際は 1枚目
の先頭パッチの L*のセルを選択しておいてからペーストを実施してください。 

 

 

｛結果を保存｝ 
15枚無作為抽出の結果が表示されている状態で、《ファイル》メニューから結果を保存…を選択するこ
とで、スクリーンに表示されている結果をテキストデータで保存することができます。 
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｛csv ファイルで保存｝ 
15枚無作為抽出の結果が表示されている状態で、《ファイル》メニューから《csvファイルで保存…》
を選択すると「デジタル印刷認証自己評価用計算シート」貼り付けるためのデータを csv形式で保存し
ます。 
 

 
Ref_L*, Ref_a*, Ref_b*の列は基準色の L*a*b*の値です。#1_L*, #1_a*, #1_b*, 
#2_L*….#15_a*, #15_b*の値のエリアをコピーし「デジタル印刷認証自己評価用計算シート」の
「54色 15枚データ」シートにペーストしてください。 
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｛終了｝ 
《ファイル》メニューから《終了》をクリックするとアプリケーションを終了します。 

 
 

免責事項： 

明示・黙示を問わず、本ソフトウェアに関して、いかなる責任も負いません。また、いかなる場合も、逸失利益・機

会喪失・データの喪失・業務の中断、その他の間接的損害・特別損害・偶発損害・懲罰的損害・波及損害について、

何らの責任も負いません。  
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追記：A「JapanColor Control Strip 54 色」の測定 i1iO の場合 

STEP1： i1Profilerの設定 i1iO用 

1. X-Rite社のホームページwww.xrite.com/i1profiler-i1publishへアクセスして、ソフトウエアの
ダウンロードから最新の i1Profiler（i1Publish）をダウンロードします。** 

2. ダウンロードしたファイルをダブルクリックして i1Profilerのインストールを開始します。表示さ
れるガイドに従ってアプリケーションをインストールします。 

3. i1Profilerソフトウエアを起動します。 
4. メイン画面で［詳細］モードを選択します。 

 

5. i1iO2もしくは i1Pro2を PCに接続します。 
6. 画面左のワークフローセレクタから [プリンタ] ＞ [装置の選択] ＞ [CMYKプリンタ] を選択し

た後、 [ワークフローの選択] ＞ [品質検証] を選択します。 

 

7. プリンタ品質検証ワークフロー（画面の下ペイン）から [コントロールウエッジ] アイコンを選択
します。コントロールウエッジ画面が表示されます。 

 

http://www.xrite.com/categories/calibration-profiling/i1publish
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8. ウエッジタイプのドロップダウンリストから [Japn Color Control Strip：i1iO] もしくは [Japn 
Color Control Strip：i1Pro] 選択します。 

9. プリンタ品質検証ワークフロー（画面の下ペイン）から [ウエッジレイアウト] アイコンを選択す
ると、i1iO用もしくは i1Pro用の 54色のカラーパッチレイアウトが表示されます。 

 

**i1Profilerソフトウエアは X-Rite社ホームページから無償でダウンロードが可能です。i1Profilerの
全ての機能を使用するにはライセンスが必要ですが、ここで説明しているチャートの測定および測定デ
ータの書き出しにはライセンスは必要ありません。 

STEP2： i1iOでのチャート測定 

1. 印刷された Japan Color指定の 54色のチャートを i1iO2にセットします。 
2. プリンタ品質検証ワークフロー（画面の下ペイン）から [測定] アイコンを選択します。 

 

3. 測定モードから [シングルスキャン（M0）] を選択します。 
4. 印刷されたチャートを i1iO2（i1iO）のテーブルにセットし、 [測定] ボタンをクリックします。 
5. キャリブレーションが実行され、チャート位置の 3コーナーをセットするようメッセージがチャー

ト内に吹き出しで表示されたら、画面の表示に従って、チャートの 3つのコーナーを指定します。 
6. i1iO情報ウインドウが表示されます。 [全てのパッチを測定] をクリックして自動スキャン測定を

実行します。 
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7. 測定が終了したら、測定データの属性で装置の測定スタンダードが「XRGA」、測定条件が「M0
（UV込み）」になっていることを確認してください。 

 
 

 測定データの保存 i1iO用 
1. 測定ページ画面で [保存] ボタンをクリックして、ハードディスクの適切な場所に測定データを

保存します。 

 
2. ファイルの種類から [ 基準値測定ファイル（*.mxf）] を選択します。

 
3. 任意の名前をつけて、[保存] ボタンをクリックします。 

 

 

 

  



17 
 

追記：B「JapanColor Control Strip 54 色」の測定 i1iSis の場合 

STEP1： i1Profilerの設定 iSis用 

1. X-Rite社のホームページwww.xrite.com/i1profiler-i1publishへアクセスして、ソフトウエアのダ
ウンロードから最新の i1Profiler（i1Publish）をダウンロードします。** 

2. ダウンロードしたファイルをダブルクリックして i1Profilerのインストールを開始します。表示され
るガイドに従ってアプリケーションをインストールします。 

3. i1Profilerソフトウエアを起動します。 
4. メイン画面で［詳細］モードを選択します。 

 

5. i1iSis2を PCに接続します。 
6. 画面左のワークフローセレクタから [プリンタ] ＞ [装置の選択] ＞ [CMYKプリンタ] を選択し

た後、 [ワークフローの選択] ＞ [チャート測定（リファレンス付）] を選択します。 

 

7. 基準値チャート測定ワークフロー（画面の下ペイン）から[チャートの定義]アイコンを選択し、中
段の[ロード]ボタンを押します。 

 
 

http://www.xrite.com/categories/calibration-profiling/i1publish
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8. リファレンスファイル[ JapanColor ControlStrip54.txt ]*をファイルの種類：「ProfileMaker 
CGATSファイル（*.txt）」を選択して開きます。 
*リファレンスファイル[ JapanColor ControlStrip54.txt ]のダウンロード 

 

9. リファレンスファイルがロードされると、i1iSis用の 54色のカラーパッチが表示されます。 

 

**i1Profilerソフトウエアは X-Rite社ホームページから無償でダウンロードが可能です。i1Profilerの
全ての機能を使用するにはライセンスが必要ですが、ここで説明しているチャートの測定および測定デ
ータの書き出しにはライセンスは必要ありません。 

STEP2： iSisでのチャート測定 

1. 基準値チャート測定ワークフロー（画面の下ペイン）から [測定] アイコンを選択します。 

 
2. 測定モードから [デュアルスキャン（M0、M2、OBC）] を選択します。 

http://www.xrite.co.jp/images/japancolor/20170425/JapanColor_ControlStrip54.zip
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3. 印刷されたチャートの 1枚目を i1iSisにセットし、 [測定] ボタンをクリックします。 

 
4. チャート画像上部に「テストチャートを挿入し、測定を開始してください」のメッセージが表示さ

れたら、印刷されたチャートを矢印の方向で i1iSis2に挿入します。チャートが引き込まれ測定が
実施されます。 

5. 測定が終了したら測定データの属性＞測定条件から[M0（UV込み）]を選択します。 
*測定条件のミスマッチの警告が出る場合がありますが、ここでは無視してください。 

 

STEP3： 測定データの保存 iSis用 

1. 測定ページ画面で [保存] ボタンをクリックして、ハードディスクの適切な場所に測定データを

保存します。 

 
2. ファイルの種類から [ 基準値測定ファイル（*.rmxf）] を選択します。 

 

3. 任意の名前をつけて、[保存] ボタンをクリックします。 
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追記：C「JapanColor Control Strip 54 色」の測定 eXactScan の場合 

STEP1： eXact DataMeasureの設定 

1. eXact Scanを PCに接続して eXact Data Catcherを起動します。 

 

2. exact DataMeasureの接続設定を選択します。USB接続もしくは Bluetooth接続の場合、使
用する exactのシリアル番号を選択します。 

*Bluetooth接続でシリアルが表示されない場合、Bluetoothのペアリングが正しく設定されていない可能性があります。

eXactの操作説明書を参照してペアリングを完了してください。 

 

3. パッチ幅、パッチ数、ストリップ数を下記のように設定します。 

 パッチ幅：   9 
 パッチ数：  27 
 ストリップ数： ２ 
 M設定：  M0 

4.  出力設定を下記のように設定します。 
 自動書き出し： チェック「ON」 
 出力オプションM: M0 
 出力データ：  CIEL*a*b* 
 出力形式：  CSV 
 出力パス：  測定ファイル保存する適切なフォルダを選択してください。 
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5. 用紙アイコンをクリックし、用紙の測定が表示されたら用紙の白紙部分を測定します。 

    

6. 開始アイコンをクリックしてからスキャン測定を実施します。 

 
スキャンするカラーバーは i1iOと同じデザインのコントロールストリップを使用します。 
1回目のスキャン：1番のシアンから 27番の黒に向けってスキャンします。 
2回目のスキャン：28番の赤から 54番の紙白に向けてスキャンします。 

 
7. スキャンが完了すると測定結果がスクリーンに表示されます。この際、設定した出力パスのフ

ォルダに自動的にファイルが作成されます。 
 続けてスキャン測定を行う場合は、書き出したファイル名を変更してください。次に書き出さ

れるファイル名も同じファイル名になるため、上書きされてしまいます。 
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書き出した CSVファイルは JC Digital Quality Checkerの《測定ファイルを開く》を利用す
ることで、Japan Colorのデジタル印刷の品質に適合しているかどうかが簡単に確認でき
ます。 
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追記：D「JapanColor ISO12642-2＋22 色ﾁｬｰﾄ」の測定 i1iO の場合 

STEP1： i1Profilerの設定   

1. X-Rite社のホームページwww.xrite.com/i1profiler-i1publishへアクセスして、ソフトウエアの
ダウンロードから最新の i1Profiler（i1Publish）をダウンロードします。** 

2. ダウンロードしたファイルをダブルクリックして i1Profilerのインストールを開始します。表示さ
れるガイドに従ってアプリケーションをインストールします。 

3. i1Profilerソフトウエアを起動します。 
4. メイン画面で［詳細］モードを選択します。 

 

5. i1iO2もしくは i1iSis2を PCに接続します。 
6. 画面左のワークフローセレクタから [プリンタ] ＞ [装置の選択] ＞ [CMYKプリンタ] を選択し

た後、 [ワークフローの選択] ＞ [品質検証] を選択します。 

 

7. プリンタ品質検証ワークフロー（画面の下ペイン）から [コントロールウエッジ] アイコンを選択
します。コントロールウエッジ画面が表示されます。 

 

http://www.xrite.com/i1profiler-i1publish
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8. ウエッジタイプのドロップダウンリストから [Japan Color ProofEquip / Operation Coated：
i1iO] もしくは [Japan Color ProofEquip / Operation Coated：i1iSis] 選択します。 

9. プリンタ品質検証ワークフロー（画面の下ペイン）から [ウエッジレイアウト] アイコンを選択す
ると、i1iO用もしくは iSis用の 1617＋22色のカラーパッチレイアウトが表示されます。チャート
レイアウトは 2枚構成になっています。 

**i1Profilerソフトウエアは X-Rite社ホームページから無償でダウンロードが可能です。i1Profilerの
全ての機能を使用するにはライセンスが必要ですが、ここで説明しているチャートの測定および測定デ
ータの書き出しにはライセンスは必要ありません。 

 

STEP2(1)： チャートの測定 i1iOの場合 

1. 印刷された Japan Color指定の 1617+22色のチャートの 1枚目を i1iO2にセットします。 
2. プリンタ品質検証ワークフロー（画面の下ペイン）から [測定] アイコンを選択します。 

 

3. 測定モードから [シングルスキャン（M0）] を選択します。 
4. 印刷されたチャートの 1枚目を i1iO2（i1iO）のテーブルにセットし、 [測定] ボタンをクリック

します。 
5. キャリブレーションが実行され、チャート位置の 3コーナーをセットするようメッセージがチャー

ト内に吹き出しで表示されたら、画面の表示に従って、チャートの３つのコーナーを指定します。 

 

6. i1iO情報ウインドウが表示されます。 [全てのパッチを測定] をクリックして自動スキャン測定を
実行します。 

7. 1枚目の測定が終了したら、2枚目のチャートをセットして [測定] ボタンをクリックします。再
度、3コーナーを指定し、 [全てのパッチを測定] をクリックして 2枚目のチャートを測定しま
す。 
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8. 測定データの属性で装置の測定スタンダードが「XRGA」、測定条件が「M0（UV込み）」になって
いることを確認してください。 

 

STEP2(1)： チャートの測定 i1iSisの場合 

1. プリンタ品質検証ワークフロー（画面の下ペイン）から [測定] アイコンを選択します。 

 

2. 測定モードから [デュアルスキャン] を選択します。 
3. [測定] ボタンをクリックします。 
4. チャート画像上部に「テストチャートを挿入し、測定を開始してください」のメッセージが表示さ

れたら、印刷されたチャートの 1枚目を i1iSis2に挿入します。チャートが引き込まれ測定が実施
されます。 

5. 1枚目が終了したら、2ページ目を挿入して [測定] ボタンをクリックします。 
6. 測定が終了したら測定データの属性＞測定条件から [M0（UV込み）] を選択します。  

*測定条件のミスマッチの警告が出る場合がありますが、ここでは無視してください。 

 

STEP３： データの書き出し 

1. 測定ページ画面で [保存] ボタンをクリックして、ハードディスクの適切な場所に測定データを保
存します。 
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4. ファイルの種類から [ 基準値測定ファイル（*.mxf）] を選択します。 

 

5. 任意の名前をつけて、[保存] ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Copyright : Eiji Okamatu  
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